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研究ノート

マリー・バシュキルツェフと日本

Marie Baskirtseff and Japan 

米村典子

YONEMURA Noriko 

Abstract 
Marie Bashkirtseff (1858-1884) was a Russian 
painter who studied at Academy Julian in Paris. She had 
been famous for her diary published after her premature 
death at the age of 26. In this paper, following "The 
Painting//Writing Woman: Marie Bashkirtseff and 
Feminist Art History" (in Art History and Women in 
the Modernist Age, Keiso-Shobo, 2003) , I focused 
on the introduction of this painter into Japan in the 
first half of the twentieth century. She was known to 
Japanese intellectuals including MORI Ogai, KURODA 
Seiki, and TOKUTOMI Roka. It was in 1926-28 that 
a translation of her diary by NOGAMI Toyoichiro 
with the assistance of his wife and novelist, NOGAMI 
Yaeko, was published. 
In Europe and America, Bashkirtseff became 
an icon of woman artist and her name was used as a 
synonym for a woman artist in newspapers, magazines 
and novels. She was well known both as a writing 
woman and as a painting woman, but in Japan, 
though some writers made mention of her art, she was 
recognized mainly as a diarist and forgotten faster than 
in Western countries. In Japan, Bashkirtseff was failed 
to become an icon of a painting woman, which means 
that Japanese woman artist lost a potential model of the 
same sex. 

マリー・パシュキルツェフ（MarieConstantine 

Bashkirtseff 1858-1884) 1は，パリで絵を学びサロン

にも入選経験があるロシア人で，結核のために26歳で

亡くなった． バシュキルツェフをその早すぎる死後に

有名にしたのは，彼女の残した作品ではなく日記だ、っ

た． 105冊を数えるノートにフランス語で書かれた日記

は， 1887年にはじめて出版される2. これはマリーの母

と，当時ロマンティックな小説を量産していたアンドレ・

トゥリエにより編集された抄録で，早くも1889年には

英訳が出た3. 以後さまざまの国で，このフランス語版

を基本に，ときにはさらに短く編集された日記が出版さ

れている． 日記のブームは20世紀に入って徐々に下火

になっていき，一部の読書家によって読み継がれてきた

とはいえ，パシュキルツェフは最近まで忘れられた存在

だ、った．

19世紀後半にプロフエッショナルを目指して絵を学

ぼうとする女性は，さまざまの問題に直面した．バシュ

キルツェフという人物は，それらの問題が縮図のように

交錯している点で興味深いのだが，彼女自身は日記のた

めにもっぱら「書く女jとして認識され，「描く女」の側

面はないがしろにされてきた． この問題についてはす

でに拙論「描／書く女一マリー・バシュキルツェフとフェ

ミニズム美術史J4において考察したが，本論では日本に

おけるパシュキルツェフ受容の状況に焦点を絞り，調査

と検討の結果を示す．

1 .初期の紹介記事一一徳富雇花と黒田清輝

バシュキルツェフの日記の翻訳は， 1926年に上巻，

28年に下巻が出版されるが，それ以前にフランス語や
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英語などが読める人々の問でパシュキルツェフは知られ

ており，紹介もされていた．

調査した範囲で最も早く日記を紹介しているのは徳富

産花(1868-1927）で， 1902（明治34）年出版の『青蓮集』

に「マリー・バシカアトセッフの日録」という文章が収

録されている5. 随所に日記からの引用を挟みながらバ

シュキルツェフの生涯を紹介するこの文の官頭で，産花

は「斯の少女の筆になれる二巻の日録は，著者自ら言へ

る如く，一箇のHumandocumentとして永く存すべ

きなりJ(p.113）と述べ，死去の「明年二巻の日録彼女

の僅底より出で〉遍く世に惇へられ， 一時欧米の譲書社

曾を釜動せりJ(p.158）と日記を紹介している． 西洋の

雑誌を講読していたという麓花はかなり詳しい情報を得

ており，バシュキルツェフの日記がブームとなったきっ

かけのーっとされる文章を書いたイギリスの政治家グ

ラッドストーンの名前を挙げている6. また， 《傘》，《ジャ

ンとジャック》，《春》，《ミーティング》の4点のバシュ

キルツェフ作品については描写内容の詳しい説明があ

り， 日記や雑誌記事の挿図などを参照していたと推測さ

れる． しかし，アカデミー・ジュリアンに入って絵を

学び，サロンに出品するといった芸術家としてのキャリ

アの積み上げについて触れてはいても，それらは伝記的

な事実の列挙の一環でしかなく，小説家である蓮花はバ

シュキルツェフをまず日記の書き手として捉えている．

画家では，黒田清輝 (1866-1924）が1905年に白馬

会の機関誌『光風』に掲載された「露西Eの雲術jで，バ

シュキルツェフを大きく取り上げている． ロシアの絵

画で最初に思い浮かぶのが，リュクサンブール美術館で

見たバシュキルツェフの 《ミーティング》（図 1）なのだ

という7. この記事には3枚の図版が添えられているが，

そのうち 2枚がバシュキルツェフ関係8で，紹介されて

いるロシア人画家のなかでも厚遇されている． 黒田は

《ミーテイング》を評価しているが，そのままでは終わ

らない．「異に寓賓でよく出来て居る．どうしても之れ

が一少婦の手に成ったものとは受け取れぬくらいの出来

である」（p.6）と持ち上げた後に，この作品とパスティ

アン＝ルパージュ（1848-84）の作品を比較してその類

似を指摘し，「画風もパスチアン丸出しJと批判してい

る． 黒田は日記も読んでおり，「此の女が死んだ後に，

其生前に書いて置た日記が護責され，其れがまた小説的

で中々面白いので大に世人の同情を惹いた． 私も讃で

見たが，なるほど面白い本だ」（p.6）とある． しかし，

蓮花とは異なり，自身も画家であり作品を実際に見たこ
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図1 マリー・バシュキルツェフ，《ミーテイング》， 195.0x177,

油彩・カンヴァス， 1884年，オルセ美術館．

とのある黒田は，「描く女Jとしてパシュキルツェフを

評価している． ただし，写実的画風を特徴とすると定

義したロシア絵画の中に位置づけはするが，男性の作品

を模倣していると指摘することで，はじめ高くつけたよ

うに感じられた評価を落としているのである．

2. 日記の位置づけ一一森鴎外

翻訳出版以前に日記がどの程度知られ，どのように理

解されていたのかを示唆する一例が， 1909年（明治41

年）9月22日に森鴎外が幸田露伴に宛てた手紙に見られ

る．鴎外は，樋口一葉 (1872-96）の日記の出版に関し

て「（イ）出版しない方がヨイ．（ロ）出す場合，相当修正

を要する．（ハ）類書はマリア・パシュキルチェフ位だj

との意見を書いているという9.

一葉は日記を死後焼却するようにと遺言していたが，

妹の国子が草稿をはじめ一葉が書いたものをすべて残し

ておいた． 没後約10年して，一葉の日記を公表するこ

との是非をめぐり，生前の一葉と交友のあった馬場孤蝶，

戸川秋骨，島崎藤村，平田禿木といった『文学界』同人

たちの間で日記が回覧され さらに年長の幸田露伴，森

鴎外，斉藤緑雨などにも話が廻ってきたのが1909年だ、っ

たのである． 鴎外が「出す場合，相当修正を要する」と

書いたのは，おそらく公表を意識しないで書かれた日記

の内容が周囲に巻き起こすであろう摩擦や波紋を慮つて

のことだろう．結局，一葉日記が世に出たのは1912（明

治45）年であった． 鴎外は，バシュキルツェフの日記

を一葉の日記の「類書」とみなしたわけであるが，公表

を望まなかった一葉に対し，自然主義文学の読者であっ

たバシュキルツェフは，「嘘をついたり気取ったりして



も，なんになろう．……（略）……もし若くして死んで

しまったら，この日記を発表してもらいたい． これが

面白くないはずはない」と積極的である10. 二人の境遇

も対照的であった． パシュキルツェフは，母親と叔母

を中心とした一族でロシアを離れてパリに住み，冬は避

寒地として社交界が移動してくるニースで過ごすことが

多かった． そして，彼女にとって芸術とはその名を不

滅のものとして残す手段という側面が強かった． それ

に対し，一葉は若くして女性戸主となり封建的家制度に

がんじがらめに縛られ，文筆の道への志には家計を支え

るという目的があった． しかし，二人の日記は，天折

した女性の単なる生活記録ではなく，文学と絵画とジャ

ンルは異なるとはいえ創作活動を行った，その時代とし

ては先駆者といえる人物が書き手であったという共通点

は確かに存在する． 二人はほぼ同じ年齢（24歳）で結核

のために亡くなるのであり，自身もまた結核を病んでい

たらしい鴎外はこの点も意識していたかもしれない11.

鴎外のドイツ留学は1884年から86年にかけてであり，

1887年に出版されるバシュキルツェフの日記の存在は

帰国後に何らかの形で知ったということになる． 1926 

年に日本語への翻訳が出版されるまでは， 日記はフラン

ス語版かそれをもとに翻訳された西洋各国語で読むしか

なく， 日本における読者はこれらの語学に堪能なものに

限られていたはずである12. パシュキルツェフの日記を

「類書jと書いたとき，鴎外は手紙の受け取り手である

露伴にバシュキルツェフの日記は知られていて当然と見

なしていただろう． バシュキルツェフは，外国語に堪

能な文筆家たちの間でその程度には知られていたと考え

てもよいのではないだろうか．

3. 美術評論家の視点一一岩村透

日本における美術評論の草分けである岩村透（1870-

1917）もまた，パシュキルツェフについて言及している．

1906年に単行本化した『芸苑雑稿（初集）』に収められた

「小説と美術生活jでは，バシュキルツェフの日記は「美

術家殊に美術学生の必ず一読すべき価のある書物Jと評

されている．

小説ではないが，小説よりも面白いのは，

一時読書社会を騒がしたマリー・パシカー

ツェフの日記である． 初巻の現われたのは，

今からもう十何年という昔の事であるが，出

た当時はちょうど先頃クオ・ヴァヂスの出た

時と同様の騒動をやった． 去年その拾遣を

英訳してラスト・コンフエツション・オブ・

マリー・バシカーツェフという題でストーク

ス社から出したが，これは記事の分量から

いっても，また品質からいっても初巻ほどの

ものでない． 初巻は美術家殊に美術学生の

必ず一読すべき価のある書物である． 拾遺

の分は珍しくも先頃丸善の二階で見て，少々

遅れ馳せとはいえ，追々と美術に縁故のある

書物が独りでに這入って来るようになったの

を見て嬉しく感じた13.

非常に短い文章の中での言及であるが，麓花とは異な

り，岩村は日記の書き手の短い生涯に感傷的な言葉を投

げかけたりはしない． 「画板の穴へは，どの指を入れる

ものかさえ知らぬくらいの著者jが画家や美術家を小説

に登場させるのを批判する岩村は，芸術家の生活描写に

成功していると感じた英語の小説を何点かあげたのち，

パシュキルツェフの日記を面白いと評するのであり，日

記をむしろパリの芸術学生暮らしの記録として評価し，

推奨している14.

岩村自身は， 1888年に渡米して美術を学んでいたが

1891年にはパリに移り，パシュキルツェフの少し後に

彼女と同じ私立の画塾アカデミー・ジュリアンに在籍し

ていた． この体験をもとに彼は， 1902年になって『巴

里の美術学生』というパリの美術学生の生態を活写した

文章を発表する15. この『巴里の美術学生』は， 日本人

の抱く芸術の都パリのイメージ形成にとって重要なス

テップとなったようである16. 岩村は，パシュキルツエ

フが彼と同じくアカデミー・ジュリアンに所属していた

ということで，ある種の親近感を持っていたかもしれな

い． とはいえ，岩村の文章が生き生きと描き出したパ

リでの画学生のボヘミアン風の日常生活は，バシュキル

ツェフのそれとは異なる17. 岩村は，女子学生にも門戸

を聞いていた画塾の中でも最大規模のアカデミー・ジュ

リアンが芸術を学びたい女性にとって持っていた存在意

義，それがはらんでいた矛盾や問題について切実に感じ

ることは出来なかっただろう 18.

岩村の視野を，女子美術学生がかすりもしなかったと

いうわけではない． 『巴里の美術学生』には「巴里の女

子美術学生Jと題された挿絵がある． この挿絵はオリジ

ナルではなく， 1899年にロンドンで出版された本の125

枚の挿絵から 9枚を選んで翻案したものであった． そ
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れらの中で最初に掲げられたのが，右手に作品を挟んだ

カルトンのようなものを，左手に絵の具箱らしきものを

持って歩く女性と，後方に二人の男たちが描かれた挿絵

である（図2)19. 挿絵の中で振り向く二人の男たちの反

応は，公共の場において絵を描く女性とすれ違った後に

交わされる興味本位の会話，値踏みする眼差しを想起さ

せる． 本文中にはとくにこの挿絵に対応する記述部分

はないが，「巴里の美術界Jを構成する人々を列挙した

中には「女学生Jという言葉が入っており（p.5），「亜

米利加の女学生なぞは巴里見物にやってくる同国の金持

ちの通弁などをして学資の助けとして居るがなかなか

暮らしに困難な様子だJ(p.32）という観察もしている．

『巴里の美術学生』は，まだ海外渡航者が少なかった時

代に，学生たちの生態，教育のシステム，さらには学生

が訪れるべき場所から食事のメニューまで，面白おかし

く解説紹介している． その中で，女子美術学生は，パ

リの雰囲気を伝える情景のーっとしてきわめて表面的に

ほんの一瞬触れられる風俗にすぎない．

岩村の念頭には，同時代の日本人女性がパリのアカ

デミー・ジュリアンに登録して学ぶということが起こる

可能性はまったく浮かんでいなかったようである． パ

リに芸術を学びにパリにやってくる外国人女性のために

書かれた案内書は，例えば英語では既に存在していた．

『若草物語』の作者ルイザ・メイ・オルコットの姉，メ

イ・オルコットのS仰のlingArt Abroad and How to Do 
It Cheaply 0879）などその早い例である20. 近代の日

本に美術を学ぶ女性がいなかったというわけではない．

1877 （明治12）年に設立された工部美術学校が1878（明

治13）年より女子の入学を許していたが， 1883（明治

16）年に廃校となってしまった． それ以後，本格的美

術教育を行う学校として， 1900（明治33）年には私立の

女子美術学校が設立されている． また， 日本から美術

を学ぶために海外渡航した女性がこの時期に皆無だ、っ

たわけではない． 工部美術学校に一期生として入学し，

1880（明治13）年にロシアに向けて旅立ち， 1881年から

約2年間滞在してイコン画家となる山下りん (1857-

1939）のような人物は確かにいた． しかし， これはや

はり例外中の例外である21. 第二次世界大戦以前に海外

で学んだり制作活動をした女性たちは数も少なく，夫と

ともに欧米に滞在したケースがほとんどのようである．

日本の女性芸術家が海外に単身で渡航し成果を挙げるよ

うになるのは，終戦後日本経済が復興していく1950年

代をまたねばならない22.
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図2 「巴里の女子美術学生J，岩村忍『巴里の美術学生』挿絵，
1902年．

4. 日記の翻訳出版

パシュキルツェフの日記の翻訳は，上巻が1926（大正

15）年，下巻が1928（昭和3）年に出版された． それま

で日記を読むことの出来たのは，ここまで名前を挙げた

徳富藍花，黒田清輝，森鴎外，岩村透のように，外国語

に堪能な文化的エリートのみであった． 翻訳者は作家

野上禰生子 (1885-1985）の夫で英文学者の野上豊一郎

(1883-1950）となっており，『マリ・バシュキルツエ

フの日記』というタイトルで「世界名作大観j中の上下

2巻本として，園民文庫刊行曾から出版された23.

「世界名作大観Jは1925（大正14）年6月からはじまる

全50巻からなる翻訳文学叢書で英国篇と各国篇に分か

れており，日記はその各国篇第15, 16巻として出版さ

れた24. 本格的文学全集の先駆であったこのシリーズは

予約刊行形式が取られ，収録作品は教養主義の王道を行

くものがほとんどであった． それら名作文学が並ぶ中

に『バシュキルツェフの日記』が含まれていたことは，

現在から見れば奇妙に思える． ちなみに，女性作家の

作品は他に同じく「世界名作大蔵Jの英園篇第8,9巻の

ジェイン・オースチンの『高慢と偏見』上下巻と，同書

に「附Jとして収録されたエリザベス・ギャスケルの『ク

ランファド』（クランフォード）のみであり，その訳者も

野上豊一郎だ、った．

『バシュキルツェフの日記』は，いかなる経緯でこの

全集の中に加えられることになったのだろうか． 結論

から言えば不明である． ただ，注目したいのは園民文

庫刊行曾の出版事業に関わった人々の顔ぶれである．

全集の翻訳は馬場孤蝶，戸川秋骨，平田禿木の3名でほ

とんどを担当しており，森鴎外は『諸国物語』を担当し，



幸田露伴は4巻に及ぶ『プルターク英雄偉』に「幸田露

伴校並注J，「幸田露伴補筆並評Jという形で関わりを持っ

ていた．これは，先に一葉の日記を巡って名前があがっ

ていた人々である． 翻訳は主要な人ではなく野上豊一

郎が担当しているが，園民文庫刊行曾が「世界名作大観J

を刊行するに先立ち1925年（大正14年） 3月に作成配布

した「世界名作大観橡約募集見本及規定」における訳者

の挨拶文では，『バシュキルツェフの日記』と『高慢と偏

見』との文章に熱意の差が感じられる．野上は， 日記に

ついては前出の麓花の文章を引用するだけですましてい

るのに対し，『高慢と偏見』では作品に対する賞賛と粗

筋の紹介からなるバランスの取れた文章となっている．

果たして野上がこの段階で日記を読んでいたのかという

疑問も生じるが，憶測はさておき，上巻の一部の翻訳

作業は妻の野上禰生子が行っていたことは確かである25.

そして，バシュキルツェフは，野上繭生子にとっては後

述するように長い生涯の晩年になっても名前を挙げる存

在であり続けた．

5.読者としての女性文学者一一野上禰生子と宮本百合

子

バシュキルツェフの日記の日本語翻訳刊行にあわせ

て，野上禰生子は「マリ・バシュキルツエフj26という文

章を発表している． これは「世界の女性」というシリー

ズの中のひとつで， 日記の引用を随所で挿入しながらパ

シュキルツエフの生涯を紹介している． ここで野上は，

パシュキルツェフの芸術については冷静な判断を下して

いる．

いこの大した奇もない単純な一生を送

り，而も僅かに二十四年しか生きなかった若

い娘が，かのソーニャ・コファレフスカヤや

エレオノラ・デ、ユーゼと並んで近代女性の三

幅対（トリオ）と称せられるのは何故であら

うか．彼女の閏秀画家としての才能が，ソー

ニャの科学に於ける，若しくはデ、ユーゼの演

劇に於けるそれと匹敵するほど天才的であ

り，またそれに相応はしい世界的の名誉を得

てゐたのであらうか． 決してさうではなか

った． 少くとも画家としての彼女は，その

驚くべき努力と精進を勘定に入れても，漸く

真の才能が芽を吹き出した程度に過ぎなかっ

た． 不幸な早い死が，彼女を発達の途中で

打ち挫いた． にも拘はらず彼女を異常にし，

ほかの仲間の秀抜な婦人に劣らない興味と驚

嘆を人々に抱かせないでは措かないのは，彼

女の十二歳の一月から始まって，死の十数日

前まで続いた一巻の稀有な日記のためであっ

た. (pp.195-96) 

野上は，バシュキルツェフが画家としては駆け出しの

まま亡くなったこと，しかし日記によって評価されてい

ることを冷静に書き，いたずらに早熟な天才画家などと

煽り立てはしない． 彼女にとり，パシュキルツエフは

あくまでも日記の書き手なのである． 野上自身の日記

には，たとえば1927（昭和2）年1月11日に「マリ・バ

ジキュルツェフの上巻を読了，なんと云ふ智慧と才能に

充ちた娘であらう． 実際いつよんで見ても驚くべき存

在である． この聡明と生きる力のすばらしさにはいつ

も意’塊を感ずるのみであるjとある． こうした感想は一

過性のものではなく， 99歳まで生きた野上は，遺作と

なった自伝的作品『森』発表にあたって書いた「作者の

言葉Jにおいて， 日記が読まれることを意識した上で真

実だけを書くというパシュキルツェフの態度への深い感

銘を記した後，数奇な生涯は「そのままー篇の詩」だと

述べている27.

女性作家では，宮本百合子 (1899-1951)もバシュキ

ルツェフについて文章を発表している． 1937年に， 日

本でバシュキルツェフが女主人公として登場するオース

トリア映画『恋人の日記』28が上映されたが，宮本百合子

は「映画の恋愛Jと題した文章29でこの映画を「通俗なロ

マンスJと厳しく批評した．映画を否定する宮本は，本

物のバシュキルツェフの日記を紹介したいがために「マ

リア・バシュキルツェフの日記j30を発表している．注目

したいのは， ここで宮本がジエンダーと階級の問題に踏

み込んでいる点である． 「退屈で消費的な貴族生活の中

でともかく変化を求めて」いたバシュキルツェフが，「芸

術への熱中を通じて，ある意味で急速に社会化されて行

く過程は実に深い教訓をもっているJという宮本の見解

は， 日記に基づ、いて生涯をなぞっていく徳富産花や野上

繭生子よりもバシュキルツェフの芸術の主題内容とス

タイルの変化をよりよく把握し，言葉で表現している．

ただい芸術家としてのバシュキルツェフの評価に限れ

ば，むしろ野上のほうが客観的な判断を下していると言

わざるをえない．宮本は少し後に発表した「ケーテ・コ

ルヴィッツの画業」31の中で，「世界の美術史には， これ
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までに何人かの傑（すぐ）れた婦人画家たちの名が記さ

れている」として，ローザ・ボヌール (1822-99），マ

リー・ローランサン (1883-1956）とともにバシュキル

ツェフの名前をあげている． 動物画家としてよく絵が

売れ，女性芸術家ではじめてレジオン・ドヌール勲章を

受けたボヌールに比べれば，若死にしたパシュキルツエ

フについては「ようやく誠の才能が芽を吹き出した程度j

という野上の言葉の方がより妥当な評である． 他方，

パリの芸術生活について語る岩村透の射程の外にあった

バシュキルツェフが女性画家であるがゆえに起こった諸

問題は， 日記という同じ資料に基づきながら，野上は取

り上げることはなかった． 「マリア・パシュキルツェフ

の日記」において，宮本もまた徳富童花や野上禰生子と

同様に日記をベースとしてバシュキルツェフの生涯を紹

介しているのだが，《ミーティング》がサロンに二等入

選したとき「若い娘の作品にしては立派すぎる，非常に

よいことが却ってさまざまな中傷を産んで，当然として

周囲からも期待されていた金牌は，第三位の永年サロン

に出品している芸術的には下らない画家に与えられた」

ことに着目している． さらに， この作品が男の名前で

発表されたこと，「彼女が傾倒し師事していた当時の大

家ルパアジ、ユが加筆したような噂がったえられたJこと

にも触れている． このような宮本の指摘は貴重である．

バシュキルツェフが受けた低い能力評価や中傷は女性芸

術家がしばしば経験してきたことだったが，バシュキル

ツエフ自身が女性のエコール・デ・ボザール入学嘆願運

動に参加するなどフエミニス、ム運動も一時かかわってい

たのである32, しかし，そうした側面は，当時はフラン

スにおいてさえ知られていなかった．

6. バシュキルツェフと松方コレクション

ここまで検討してきた文章を書いた徳富麓花，黒田清

輝，岩村忍，野上禰生子，宮本百合子の5人のうち，実

際にバシュキルツェフの作品を見て書いていたことが確

実なのは，黒田清輝だけである． 1884年から93年まで

フランスに留学していた黒田は，まさにパシュキルツェ

フの日記が出版されてブームが形成されていく時期にパ

リにいて，『光風』に書いているようにバシュキルツエ

フの作品を実際に見ている． 《ミーティング》が展示さ

れていたリュクサンブール美術館は政府買い上げ作品を

展示していて，同時代の美術の動向を知る格好の場所で

あった． 絵を描く者ならパリにいて訪れなかったはず

はないが，岩村がパシュキルツェフの日記を知ったのは

I 60 I Vol.6, 20061… 

1888年から 5年間のアメリカ・ヨーロッパ滞在からの

帰国後の可能性が高く，パシュキルツェフの作品を実際

に見ていたとしても記憶には残っていなかったと思われ

る．

日本にはバシュキルツェフの作品は一点もなく，展

覧会などで作品が展示されたこと自体がない． しかし

ながら，彼女に縁のある彫刻が一点，東京の国立西洋

美術館に所蔵されている．松方コレクションの，ルネ・

ド・サン＝マルソー (1845-1915）による大理石の胸像

である（図3)33. 蔵相や首相を務めた松方正義の三男で

川崎造船の社長となった松方幸次郎 (1865-1950）が集

めたこのコレクションは，主として松方が海外に長期滞

在した1916-17年， 1921-22年， 1926-27年に購入

されている． そのうち約2～3000点が西洋美術であり，

1200点ほどが第二次大戦前の日本にもたらされた． だ

が， 日本に運び込まれた作品は， 1927年の経済恐慌後

ほとんどが担保となり，売り立てによってコレクショ

ンは散逸する． 他方，パリに残っていた作品群は敵国

財産として没収されたが， 1959年にフランス政府によ

り絵画308点，彫刻63点が寄贈という形で返還され， こ

のコレクションのために国立西洋美術館が開設された34.

サン＝マルソーの彫刻は，この返還された作品群に含ま

れていた．

ほぼ正面向きで，胸部と土台部の聞に筆と木の葉をあ

しらったパレットがはめ込まれた胸像は，本来パシュキ

ルツェフの墓のために制作されたものである． バシュ

キルツェフは， 1883年8月21日の日記に，サン＝マル

ソーの彫刻とパスティアン＝）レノtージュの絵を飾り，花

に固まれて埋葬されたいと書いている． パスティアン

＝ルパージュは晩年のバシュキルツェフと親しく交流が

あった自然主義の画家であり，サン＝マルソーはバシュ

キルツェフに彫刻を教えていたという． 彼女の望みは

実現され，パリのパッシー墓地にあるバシュキルツェフ

の墓の中には制作年不明のサン＝マルソーによる胸像が

据えられた． ただし，高級住宅地にある墓地の中でも

威容を誇る大きさの霊廟の正面中央祭壇上に現在置かれ

ているのは，西洋美術館作品に基づくテラコッタである

（図4) . オリジナルの彫像は，バシュキルツェフの遺

族の一人が，もともとこの墓の中に納められていた家具

などと一緒に売り払ってしまったという35' この作品が

松方に買い上げられるにいたった詳しい経緯は不明であ

るが，雑誌『イリュストラシオン』の1921年9月10日号

に掲載された写真を添えた訪問記では「大理石の胸像」



と書かれているので，売り払われたのはそれ以後という

ことになるお（図5) . 

パシュキルツェフに縁の深い彫像が松方コレクション

に入るに至った経緯は不明であるが，このコレクショ

ンの彫刻の作品傾向からすると少々異色であろう． 絵

画については西洋美術館にある印象派やポスト印象派

が目を引くが，実際に購入した作品の傾向はより幅広

かった． だが，点数の少ない彫刻では趣味に偏りがあ

り，オーギュスト・ロダン (1840-191 7）が63点中53

点と大多数を占め，他にエミール二アントワーヌ・ブー

ルデル（1861-1929）が6点，ポール・ダルデ (1888

1963）が3点，そしてサン＝マルソーがl点という内訳

になっている37. ロダンとブールデルは交流もあり作品

の傾向も近く，ロダンに敵悔心を持っていたといわれる

サンニマルソーの作品がl点だけ紛れ込んでいるのは奇

妙ではある． もともと芸術には関心があまりなかった

松方は，作品の選択に関してもとりわけ一貫性のある目

利きというほどではなかったようであり，パリでの購入

については，当時リュクサンブール美術館の館長だ、った

図3 ルネ・ド・サン＝マルソー《マリー・バシュキルツェフの

胸像》， 1895年頃，大理石， 94x50x33，国立西洋美術館．

図4 バシュキルツェフ霊廟内部，筆者撮影（2004年）．

図5 バシュキルツェフ霊廟内部筆者撮影（2004年）

レオンス・ベネデ、イツトがアドヴアイスをしていたとい

う． ベネデ、イツトはロダン美術館の館長も兼ねており，

ロダン作品が多いのはそのためもあろう．

バシュキルツェフの肖像彫刻の購入が， この人物の似

姿を展示したいという意図を伴っていたのかは検証が出

来ない． ただ，そのような願望が当時ありえたことは，

野上禰生子が1928 30（昭和3 5）年に発表した小説

『真知子』からうかがえる． 主人公の真知子は，上野で

パスティアン＝ルパージュの《林間樵夫》（図6）を見て，

「マリの手記に残されたパスチアンに関する記事の断片

を，それより，二巻の記録に示された彼女の驚くべき生

命力を， しかもマリが自分と同じ年までしか生きなかっ

た婦人であり，それに比べて，どんなに貧弱な見すぼら

しい生活しか自分が持っていないかを思い続けることに

よって，ちょうど愛読書にしている彼女の手記を読む時，

感じさせられると同じ発憤と嘆称が画を通じて湧いてい

たJ.真知子はルパージュの作品を評価していないのだ

が，その作品の向こうにバシュキルツェフを想起し，［

しばらくその場所から離れなかったJのである．

この時バシュキルツェフは， 目の前にある作品を描い

た画家の「死の前の哀しい愛人Jとして思い描かれてい

る． この展覧会はまさに， 1928（昭和3）年に東京府美

術館で開催された「松方氏蒐集欧洲美術展覧曾展Jであ

り，実質上の（旧）松方コレクション売り立て展であった．

野上自身もこの展覧会に行っており，真知子の感想は当

時の作家自身の感想でもあるだろう． パシュキルツエ

フの似姿への需要がどれくらいあったかはさておき，彼

女に非常にゆかりの深いサン＝マルソーの彫刻が購入さ

れ， 日本にもたらされたことは事実である38.

図6 パスティアン＝ルパージュ，《林間樵夫》， 1884, 96x118. 
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7. むすび

女性画家は，サロン入選者数の急増が示すように，

19世紀のフランスでは一気に増えていく． 1897年には

パシュキルツェフの宿願でもあった国立美術学校への女

性の入学が許されるが，男性と同じ教育を受けたい，と

くにアカデミックな絵画の基礎である男性の裸体画を学

びたいと考える女性たちは，芸術家としての自分につい

てどんな将来像や理想像を持っていたのだろうか． 芸

術家になろうとする女性たちを教える師も，手本となる

偉大な芸術家も，男性であった． 19世紀には女性画家

の列伝形式の本も出版されはじめるが，そのような時期

に日記作者として知名度を上げたバシュキルツェフは，

「書く女jとして認知されたことにより，ヨーロッパや

アメリカにおいて名前を挙げれば少なくとも一般に認識

される女性芸術家の一人となった．

日本ではバシュキルツェフの翻訳は最初に出た日記

だけが刊行されたが，フランスでは日記が抜粋だ、った

こともあって続編が補遺のようにして次々と出版され，

書簡集も世に出た．それだけではなく，バシュキルツエ

フは， 19世紀末から20世紀前半にかけて，新聞雑誌記

事において言及されたり，小説のモデ、ルとなったりし

た． バシュキルツェフのイメージは，①遺族が保持し

たかった白い服を好む無垢で早熟な日記を書く少女39,

②芸術家になりたい女性の目標40，③世間のモラルに逆

らうボヘミアン的女性（芸術家） 41の三つに大きく分類

できる42. パシュキルツエフのイメージがほぼ①に固定

され，女性芸術家のモデルとなり損ねたことが， 日本

におけるバシュキルツェフ受容の最大の特徴であろう．

本物の作品を見る機会がない日本では，バシュキルツエ

フには日記作者に偏向したイメージが形成されたのは，

自然なことではある． 少なくともパシュキルツェフは，

西洋におけるような女性芸術家の代名詞とはなれなかっ

た． バシュキルツェフの存在は最初，鴎外のような外

国語の読める教養インテリ層に広まったが，やがて日記

の翻訳が文学全集に収録され，当時としてはかなりの

数の読者を得たと思われる．だがそれはもっぱら「書く

女jとしてであった．作品は日記に収録された白黒の図

版で数点を見るのがせいぜいであり，「描く女Jの側面

はないがしろにされがちであった．

女性が単身パリに渡り絵画を学ぶことが，語学力と費

用の観点からほとんどあり得ない明治から第二次世界大

戦頃にかけての日本の状況の中では，バシュキルツェフ

も日記作者としてのみ理解されることになる． バシュ
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キルツェフは女性芸術家＝「描く」女としてモデルとな

ることはなかった． バシュキルツェフ以外のモデルが

日本にあったか否かについて，筆者は残念ながら見通し

を持たないが，少なくともバシュキルツェフは西洋にお

けるように女性芸術家にとっての向性の役割モデルやそ

の名を挙げれば女性芸術家全体を示せるような存在とは

なりえなかったのである．

1 名前の読み方については，パシュキルツェフ自身が日記その他はフ

ランス語で書いており，署名もローマ字で綴っているため，ロシア

名ではなくフランス語読みを採用している．

2 Bashkirtse百， Marie.Journal, edite par Andre Theuriet, Paris, 

1887. 

3 Marie Bashkirtseff: the Journal of a Young Artist 1860-1884, 

translated by Mary J. Serrano, New York, 1889. The Journals 

of Marie Bashkirtseff, translated by Mathilde Blind, London, 

1890. 

4 拙論， 「描／書く女一一一マリー・パシュキルツェフとフェミニズム

美術史J' 『美術史をつくった女性たちモダニズムの歩みの中で』

収録，動草書房， 2003年．

5 徳富草花， 「マリー・パシカアトセッフの日録J' 『青藍集』，

1902. 

6 Gladstone, W. E.“Journal de Marie Bashkirtse正” Nineteenth
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